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2015 年 10 月 20 日発行 http://www.town.otsuchi.iwate.jp/ 

大 槌 ま つ り 開 催 「小鎚ふるさと通信」をお知り合いにも読んでもらえませんか？ 

 町外に住んでいるご家族、ご友人で「小鎚ふるさと通信」を読んでもらえる人を募集しています。送付先を教えていただけ

れば、こちらから送付します。ご希望の人は下記問い合わせにご連絡ください。 

【問い合わせ】大槌町役場 総合政策課 企画調整班 TEL：0193-42-8724 担当：花石、田中 

P I C K  U P 

仕事の先輩に誘われ約9年ぶりに参加した祐理

香さん、今年から役場で働き始め、職員の福利厚

生に関する仕事などをしています。 

「9 年ぶりに太鼓として参加し、とてもつかれまし

た。中学校の時とは歩くコースが違って少し不思議

な感じがしました。あと、祭りに参加する人が少なく

なって少しさびしい感じもしました。」と久しぶりの祭

りを振り返りました。 

川
かわ

﨑
さき

 史
ふみ

典
のり

さん (31 歳) 

ここでは、小鎚で頑張る人たちを取り上げ(pick up)ます。 

今回は、ほぼ毎年祭りに参加している人、久しぶりに祭りに参加した人、2 人を紹介します。 

小石
こ い し

 祐
ゆ

理
り

香
か

さん (24 歳) 

先輩に誘われて、９年ぶりの参加 

また、仕事は「同じ部屋に

小学校からの先輩がいま

す。仕事中は直接関わるこ

とはあまりありませんが、ちょ

っとだけ心強い気がしま

す。」と教えてくれました。 

踊り手として、20 年以上祭りに参加 

小学校に入学する前から踊り手として祭りに参加

している史典さんは祭りについて、「地元に残り、練

習して祭りに臨める人がどんどん少なくなっていま

す。自分より若い世代が祭りに参加し、踊れるよう

になり、やってよかったと思ってもらえるよう、しっか

り伝えていきたい」と、思いを教えてくれました。  

小鎚での生活について「不便なところはあるけれ

ど、自分の時間をとれる生活を気に入っていま

す。」と笑顔で教えてくれました。 

 

～小鎚で頑張る人たち～ 
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９
月
２
０
日(

日)

、
２
１
日(

月)

大
槌
祭
り
が

開
催
さ
れ
、
小
鎚
神
社
徳
並
獅
子
踊
は
２
１

日(

月)

に
復
興
に
向
け
、
工
事
が
進
む
町
を
歩

き
ま
し
た
。
震
災
後
、
復
興
事
業
の
進
展
に
伴

い
順
路
を
変
え
な
が
ら
今
年
で
、
５
回
目
を
迎

え
ま
す
。 

阿部 和治 (64 歳) 大槌祭り 
小鎚神社徳並獅子踊の代表を務める阿部さん、「大

槌から避難した人が、いつか帰ってきた時の為に、今も鹿

子踊を頑張っている。」と意気込みを語ってくれました。 

今
年
は
約
４
０
名
が
、
小
鎚
神
社
徳
並
獅

子
踊
に
参
加
、
２
０
年
以
上
参
加
し
て
い
る
人

か
ら
、
約
１
０
年
ぶ
り
に
参
加
す
る
人
、
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
様
々
な
人
が
、
華
や
か
な
祭

り
の
衣
装
に
身
を
包
み
、
町
を
歩
き
ま
し
た
。

ま
た
、
大
槌
町
役
場
に
県
外
か
ら
派
遣
さ
れ
て

い
る
職
員
も
参
加
し
て
、
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。 

 

練
習
は
９
月
か
ら
は
じ
ま
り
、
約
２
０
名
程

度
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
祭
り
当
日
に
は
、
県

内
外
の
人
も
帰
省
し
て
祭
り
に
参
加
し
て
い
ま

す
。 

 

震
災
前
は
、
小
鎚
小
学
校
の
授
業
で
獅
子
踊

り
が
あ
っ
た
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
、
踊
れ
た
り

太
鼓
を
叩
け
る
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
来
年

は
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
祭
り
に
参
加
し
て
、
華
や
か

な
１
日
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

青天のもと、 

笛と太鼓の音が町に響く 


